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9 月８日（木）9 日（金）【設営作業】 

 今年の植樹祭は準備段階で雨に降られた。

雨は昨夜から降り続けていたので植樹の会

場は足場が悪かった。午前10時ようやく雨が

上がったが泥だらけの坂道だった。それでも

昨日の天気の内に植樹作業に必要な準備が

進められていてよかった。 

昨夜、鹿がマウンドに入ったようだ。荒木副

理事長が鹿の足跡を指で示してくれる。昨年

は熊の糞があったのだが、どうやらこの辺りは野生の動物が棲んでいるのだ。 

 グリーンワールドの人達が苗木を種類ごとに分けていた。苗木の種類は「ホウノキ・ミ

ズキ・シナノキ･」などの高木に「ガマズミ・ノリウツギ」などの中低木の木だ。これが自然

の森を造るのだ。 

 植樹に必要な水の入ったタンクが小型ト

ラックに載せられてやってくる。タンクには

3000 リットル位のタンクに水が入っている

という。この量だと数回運ばなくてはなら

ない。マウンドのそばにある水を入れるケ

ースまで長いホースが必要だ。ぐるぐる巻

きにからまったホースを直して坂の下のマ

ウンドまで延ばす。 

タンクの蛇口が開かれ流れていくはずの

水が出てこない。荒木さんがホースを加え

て思い切り吸い込むとやっと水が出てくる。

しかし水圧が低く勢いがない。水のケース

いっぱいになるのは時間が掛かる。 

 みんなで苗木を運ぶ。マウンドはリーダ

ー講習を入れて 12 班だ。坂の下のマウンド

までは歩くところが泥道なので慎重に運ば

なければならない。回り道になるがなだら

かな坂道を運ぶ。青年会議所のメンバーは

急な坂でも降りて行く。作業になると年の

差を感じる。田中さんが「山川副理事長！小

休止！」と言ってくれる。老体をいたわって

休みなさいと言うのだ。荒木副理事長も

「こっちの方が軽いよ」と言ってくれる。こ

の言葉が嬉しい。優しい仲間に支えられて

毎年植樹を続けることが出来るのだ。 何

回か上り下りしている内に苗木のケースが

マウンド横に並んでいき、水も順調にケースに満たされて準備完了となる。 



 9 月 10 日（土）【現地視察】 

 今日は植樹祭の前日だが朝から雨だった。藤原先生がお見えになるまでに準備万端

整えておかねばならない。みんな雨合羽を着ての作業となる。毎年お手伝いに来てくれ

る政寿司のマグロの解体の名人「たけさん」の顔も見える。 

 雨は小降りになったり，時には激しく降る

中での作業となった。地面の土は泥となっ

て作業の邪魔をする。今日の作業はマウン

ドに置かれた苗木をケージごとに高木、中

低木と種分けをする作業だ。雨に打たれし

ゃがみながらの作業は疲れを倍にする。た

だひたすら黙々と作業を続ける。 

 午前中に終えたい作業は東京から駆け

つけてくれた『まじえる会』の鈴木さんを初

め東京からも安西さん、浦田さんのベテラ

ンの働きでどうにか終えることが出来た。 

 昼食は倉庫の中で済ます。午後 1 時 20

分藤原先生が山川副理事長の車で谷さん

と到着だ。さっそく荒木さんの案内で藤原

先生の点検が始まった。先生は果たして合

格点を出してくれるだろうか。みんな雨合

羽に身を纏い雨にしみた体で点検結果を

待っている。 荒木さんが微笑みを浮かべ

ている。どうやら合格のようだ。ホッとする。連日作業を続けた中村理事長初め青年会議

所のメンバーと荒木さん、田中さん、井形ご夫婦は本当にご苦労様だった。  

午後から井形さんご夫婦が東京から来てくれた安西さん、浦田さん、浦田さんのお友

達で初参加の札幌在住の宮内愛さんを 2007年第 1回の植樹をした長橋小学校､2012 年

の幸中央公園へ視察に連れて行く。大きく成長した木々を見て大変感激だったようだ。 

 まじえる会の谷さんが古代歴史に関心があって小樽の縄文時代の遺跡を見たいとい

うので，藤原先生にも同乗していただき山川さんの車で行くことになった。 

 小樽には古代人の遺跡が多い。小樽から余市に行くフルーツ街道を15分ほど走ると忍

路環状列石の標識が見えてきた。農家の木々に囲まれて縦横 30 メートルほどの間に石

がぐるりと立っている。縄文時代の古代人のお墓だという。谷さんは興味津々で車から

飛び出していく。谷さんは縄文時代に詳しいようだ。いろいろ説明してくれる。さすが森

林の木々に詳しい藤原先生はストンサークルの周りの木々を観察している。カシワの木を

見つける。かなり大きな木だ。葉も大きい。改めて周りを見ると石の周りの樹木にも年代

を感じる。大きな大きな葉っぱのホーの木を見つける。しばし潜在樹木の話となる。 

 忍路環状列石から車で 5 分ほど「地鎮山環状列石」の標識を見つける。ここは草に覆

われた一本道の石段が続いている。蛇でも出そうな山道だ。しばらく登ると山の上が平

地になってストンサークルが見える。ここもぐるりと石が立ち並んでいる。この周りにも樹

木に囲まれてカシワの木を見つける。  



 その後車は余市の「西崎山環状列石」に向かう。ここも車で五分ほどで目的地に着く。

余市の遺跡は観光客のために造られた駐車場と整った階段が続いている。階段は 99 段

あるという。フルーツ街道のお店で買ってきた『とうもろこし』を食べながら登っていく。

山の上は柵がきちんと出来ていて，その中に古代の石が立っている。地中から燐が検証

されたので古代人のお墓と認定されている。 

山の頂上から余市の海が見える。遙か向こうに尻場山が海に突き出ている。この山の

石が古代人の墓石になったという。この石をどのようして運んできたのだろう。古代人の

技術が偲ばれる。ストンサークルの中央に少し大き

めの石があって、その周囲を取り囲むように小さな

古代の石が並べられている。ここに古代人がお墓

を造ったのだ。小樽には洞窟に古代人が岩を刻ん

で出来た壁画がある。日本中に洞窟は何百とある

が壁画あるのは余市のフゴッペ洞窟と手宮洞窟だ

けである。日本海の向こうの大陸のアムール川の

付近にも同じような壁画があるという。きっと大昔

古代人が行き来していたのだろう。 

小樽の手宮公園にも遺跡が出てきた。この遺跡

は青森の三内丸山の遺跡と同じだった。ここは

3500年から4500年前に古代人が住んでいたので

ある。この手宮洞窟やフゴッペの洞窟や小樽博物

館は来年案内したい。藤原先生には例年にましてマ

ウンド状態が柔らかくふっくらとして良いことや雨天の作業にもかかわらずしっかりと準

備されていることを評価された。樹種に関しては２３種の潜在広葉樹を用意しそのうち

1000 本は自主にて育てた苗であり、特に島牧の杉山理事や小樽自然の村、工藤評議員

が３年前から育てた苗を寄贈いただき植樹できることは誠に光栄なことである。 

 

  

 

 

 



9 月 10 日【意見交換会】 

 中村理事長の挨拶で始まった前夜祭。昨年12月に足首の骨折で3ヶ月も入院した理事

長だったが藁を運び苗木を運んで自信がついたことを語っていた。また今世界の何処

かでテロや戦争の恐怖におびえている人達がいる中で，未来の子ども達の為に植樹を

する事の意義も語っていた。 

 藤原先生の挨拶は，

10年続いて千年の森

の植樹活動を讃え、

今日の最終点検で総

てが立派に準備され

ているとの嬉しい言

葉をいただいた。た

だ、この雨の続いた

条件の中で小さな苗

には優しくいたわっ

てやってほしと話さ

れた。 当会顧問の

中村裕之衆議院議員

は雨雲を吹き飛ばすような元気溢れる乾杯だった。すっかり千年の森の仲間になった中

村議員は誰もが親しみやすい人柄でみんなに信頼されている。 

 開宴になって政寿司の料理が運ばれる。いつ食べても何を食べても美味しい料理に

会場は和気藹々の雰囲気で進行する。市川専務理事が明日の参加人数 200 名を告げる

と拍手が起こる。毎年常連のように参加する団体や小樽市民には感謝である。年々植樹

の大切さが啓蒙されていっているのだ。今年は小樽市内の中学生も参加する。中村理事

長の要請に教育長が植樹会場に近い向陽中学校に働きかけて，生徒会の生徒が参加す

ることになったのだ。 

 今年は小樽青年会議所も 40 人の子ども達を引き連れて参加する。今年の青年会議所

の子ども達に「故郷を知ってもらう」行事の一環に植樹活動が加わったのだ。子ども達が

苗木を植えることは千年の森の願いでもあり嬉しいことである。 

 今年も東京や横浜や神戸からの参加があった。例年のように参加される人達はみんな

顔なじみとなって、一年ぶりの再会を喜び合うのだった。本当にいい人ばかりだ。今の社

会にあって植樹で結ばれる関係なんて誇らしい素晴らしいことだ。 

 まじぇる会谷会長が挨拶に立った。第 1回目の時にカモメ亭で2時間講演を行ったこと

や全国各地の植樹の様子を知りたい小樽の会員に自らの体験を話されたことを思い出

して語っていた。その後まじぇる会の田村さん、高木さん，鈴木さん、東京から札幌に移転

して初めて参加した方や、安西さん達の挨拶があった。みんながみんな小樽の街を大好

きだと言ってくれる。 

 一流の料理人は【美味しかった】と言われるのは嬉しいが，【もう一度食べたい】と言わ

れた方がもっと嬉しいと言う。それを【返り味】という。まじぇる会の皆さんがもう一度来

たいということは小樽の会員の心からの歓迎の気持ちが伝わっているからであろう。 



 今日本で一番大切な人と人とのふれあい、熱い人情が結びついて千年の森は歴史を

年輪のように刻んでいるのだ。 

10 年目を迎えた千年の森。第 1 回目の植樹祭は長橋小学校の周りだった。校庭の周り

の木々はぐんぐん伸びて見上げるように成長している。その時 1 年生だった子ども達だ

って 18 才になって選挙権を手にしている。感慨無量とはこのことだ。 

 毎日新聞社、山本部長が『木のきもち』という本を出版した。長年全国の植樹に参加し

て日本の営林の実態を把握したからこそ書けることなのだ。日本の営林のあり方に危機

感を持ったに違いない。何を訴えて書いた作品なのか今から読むのが楽しみだ。 

 終わりの締めは山川副理事長だ。日本人の先祖は自然を大切にしてきたことにふれ、 

【草主人従】を話された。草が主人公とは自然の大切さを意味して，人が従うとは自然と

共生することの重要さを言っている。俳人の加賀千代の俳句【朝顔につるべ取られて貰

い水】は正に【草主人従】のことを意味している。 

今世界はテロや戦争が絶え間ない。地球環境の危機を考えたら戦争などやっていら

れない。その意味からも明日の植樹は今人類にとって一番大切なことをやっていること

を誇りに持って頑張っていこうとの乾杯で意見交換会が終了した。 

この後、この度共催事業で奥沢水源地で【水すだれ】と呼ばれる段階式溢流（いつりゅ

う）路を光で照らす【奥沢水源地ライトアップフｴステｲバル 2016】のイベントが行われて，

幻想的な光景を見ることが出来るので希望者が行くことになった。 

奥沢水源地は小樽市の水道発祥の地で，現在は使用されていないが水路は長さ 100

メートル、高さ 21 メートル｡10 段の階段を流れ落ちていく「水すだれ」が光に浮かび上が

って素晴らし眺めだったのでいい思い出になった。 

  

 9 月 11 日 ①リーダー講習 

昨日の雨が上がって曇り空ながら雨の心配がなかった。植樹祭の日は午前 8 時からリ

ーダー講習が始まった。中村理事長の挨拶は「皆さんの植樹に対する心が通じて今日は

晴れました。誇りをもって植樹をしましょう」と力強く話された。 

荒木副理事長が注意事項を話す。雨が降り続き，土が軟らかくなっているので，土を踏

みつけると堅くなり苗を植えにくくなるので気を付けるようにとの助言であった。 

藤原先生の指導が始まった。まず「宮脇方式の特色は何か」と問い、それは『潜在自然

植生』で、その土地に根付いた木を植えることであり、混色、密植で，「混ぜる，混ぜる」こ

とが大切であり、植樹された木々が共生して生きていくようにする事だと話された。 



 そして植樹の基本的なことを懇切丁寧に指導された。リーダーは経験者が多かったが、

一年に一度の植樹祭なので記憶が薄れていることもあり真剣に聞いていた。 

 今年は昨日まで雨だったので水に浸すのは少々少なくしても良いが、苗の植え方は基

本に忠実に行うように，穴の堀り方や植える距離などをシャベルを使って具体的に指導

されていた。 

 苗を植える時は赤ちゃんの苗もあるので優しく指先で抑えることや形が崩れないよ

うに苗のケースの抑え方など子どもにもわかるように話された。 

 又藁の働きは水の蒸発を防ぐだけで無く，土の流れも防いでいることや地中には数え

切れない微生物が，生き物の死骸や落ち葉やゴミなどを分解して土にしている。それが

いい土を生み出すことなど理論的に分かり易く指導されていた。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

リーダーの指導の徹底を図るためにお互いにリーダー同士が説明仕合って植えること

など念入りに指導が行われた。さっそく植樹が始まったが、さすがリーダーだけあって連

係プレーも見事でたちまち出来映え上々のマウンドになった。 

 

 ➁ 開会式 

 10 年目 16 回目を迎える開会式だ。深緑に囲まれた奥沢水源地の会場に老若男女と小

さな子どもまでぞくぞく市民が集まってくる。今年の参加者は 200 人を超える。毎年の

ように参加する顔なじみになった人もいる。 仮説ステージには大きく『いのちの森植樹

祭ｉｎ奥沢水源地』の垂れ幕が貼られ、その下に『いのちの森づくり』「緑の募金事業/国土

緑化機構・ニトリ北海道応援基金の助成」で開催されると告げられる。仮説ステージの前

に椅子が並べられ、会場のあちこちに千年の森の幟が立って植樹祭の雰囲気を高めて

いる。勝納川の上流から流れてくる水音を聞きながら上野さんの司会で開会式が始まっ

た。 

 雲の間に青空が広がる会場に中村会長の元気のいい挨拶の声が響いてくる。 



・千年の森の植樹祭は 10 年目を迎え、これまで 4 万本の木を植えることができたこと

は皆さんのお陰であること。 

・私達が生きていくためには酸素と水と食料が必要で有り、この全てを森がつくってい

ること。 

・産業革命以来文明が進化し豊かな暮らしになったが、私達にとって大切な森が破壊さ

れた。自然の森を造り地球の命を守ることが私達の命を守ることになる。地球を大

切に地球の自然に感謝して生きていかなければならないこと。 

と話され、10年前地球の命を守るために 

 

 

 

１０年前宮脇昭先生の指導の下、小さな一歩を踏み出したことから、このように輪が広が

った亊を話され、この一つ一つの行動を大切にして植樹を続けていこうと力強い挨拶だ

った。 

続いて来賓の挨拶だった。北海道後志振興局、小樽市、共催の毎日新聞社といずれも 10

周年を迎えて千年の森の活動に敬意と励ましの言葉をいただいた。 

挨拶の中にこれから千年まで 990 回続いて欲しいと言う言葉があったが、千年の森と

名付けた意気込みが伝わったのだろう。 

 また今年の北海道を襲った台風は異常気象であり、地球の温暖化が要因である。地球

環境を守るために小樽から植樹の大切さを発信して欲しいと応援のメッセイジもあった。 

 また教育は 100 年の計という。百年後に結果が出てくることだ。植樹も同じで今植え

た木々は百年後には森になっている。植樹活動が長く続くためには子ども達の参加が必

要だ。 

今年も子ども達の参加が見られていいことだ。自然の森づくりに一歩一歩共に頑張って

いきましょうと参加者を励ましていた。 



 藤原先生の指導が始まる。最初

に第１回目の植樹会場の長橋小学

校に行ってみるとミズナラが大き

く成長し実を付けていた話をされ

た。そして森は海の恋人で海の母

であることを力説された。それは

森の栄養素が水に染みて川の流

れとなって海に注ぎ魚や海草類を

育てている。自然の森は一度破壊

されたらなかなか戻れないことに

ふれ、自然と調和して生きていく

ことが大切であることを話された。 

 次に子ども達をステージに上げ

て名前を言わせた。そして子ども達

一人一人の名前が異なるように植

樹をする木も違いがあって、これ

が競争し共生し合って森が誕生す

ることを，力説し、今年は 24 種類の

木を植えることを話された。 

 更に子どもが育つのにはそれぞ

れに違う能力の子ども達がケンカ

したり仲良くしたり、競争し合って

伸びていくように、木が育つのも

全く同じで中には早く伸びる木も

あり、その下でじっと我慢をしなが

ら伸びていく木もある。藤原先生の

お話で種類の異なる木を同じ所に

植える意義が深く理解されたよう

だった。 

 苗木を手に持った子ども達が壇

上に立ち並ぶ。例年のように中村

理事長と来賓が出てきて木の名前

を三度呼び上げる。それに呼応して会場の参加者も「イタヤカエデ」「おおやまざくら」

「ほうの木」と唱えていく。藤原先生は「ほうの木」は葉っぱが大きく，殺菌作用があるの

ですとそれぞれの木の特色も付け加えていた。 

 その後植樹のリーダー講習の時に話された植樹の順序と作業を分かり易く説明され

開会式のデモステレーションが終わった。 

  

 

 



 ➂ 植樹活動 

  開会式が終わってグループごとにリーダーを先頭にマウンド会場に向かう。植樹す

る現地まで 20 分ほど山道を歩くのだったが，スズメバチの巣が見つかり，刺されたら危

険なので遠回りの舗装道路を歩いて行く。 

 今年も「小樽信金・北ガス・栄える会・小樽ライオンズ・熊沢歯科･政寿司・北陸銀行・中央

バス」と常連の団体が参加する。嬉しいことに青年会議所が 40 人ほどの子どもを引き連

れて参加する。奥沢水源地の最寄りの向陽中学校の校長先生と教頭先生が生徒会の子

ども達を連れての参加もあった。 

 会場に着いた順番にリーダーの指示で作業が始まる。毎年参加の団体は手際よく植

樹をしていく。苗木はすでにケージに種類ごとに分けられている。雨で柔らかくなったマ

ウンドにたちまち苗木がジグザグに植えられていく。 



 子ども達を指導する青年会議所のリーダーは時間が掛かっても丁寧に説明をしなが

ら進めていく。幸小学校から参加した 4 年生の男の子が、緑の木々に囲まれて山を見て、

「ここもいつかあのような緑の自然になるんだね」と言っている。この子には苗木を植え

ながら未来を想像する感性があるのに感心する。 

 マウンドの土が長靴を泥だらけにし、苗木を持つ軍手も土まみれになっての作業とな

った。いつしか雲の合間に青空が顔を見せて苗木を植える市民を励ましているようだ。

この 10 年間いつも天気に恵まれてきたのも天気の神様も応援しているのだろう。 

 苗木の間に藁が手渡しで運ばれて隙間無く敷かされていく。この藁を敷くことも宮脇

方式の特色なのだ。藁を抑えて縄が張られていく。縄は手慣れた手で杭に縛られてこれ

で作業は完了する。一人一人の力が大きな力となって今年も 2 千本の木が植えられ、千

年の森の歴史をつくっていくのだ。  

 マウンドごとに木の名札に名前が書かれて，グループごとに写真が撮られて全ての作

業が終わりを告げる。「ご苦労様でした。また来年も奥沢水源地で会いましょう」と三々

五々満ち足りた気持ちで会場を後にして行った。 

 ➃ おわりに 

 植樹のイベントが終わった。後片付けの前に昼食だ。特大のおにぎりと豚汁が待ってい

た。仕事を終えた後のおにぎりと豚汁の美味しいこと！。 

 藤原先生と東京，横浜、神戸から参加した皆さんが帰る。「ご苦労様でした」『有り難う

ございました』と心から強く思う。又来年も元気でお逢いしたいと願いながらお別れをす

る。 皆様のご努力に感謝しながら今年で１０年・１６回目となる植樹祭が無事終了した。 

 


